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私たちは、光エネルギーを電気を介さずに役立てる方法を考えている。光そのものを直接使って

何かを温めたり、動かしてみたい。エネルギー変換の過程では変換ロスが必ず発生するので、そ

の回数は少なければ少ないほど望ましい。そこで私たちは、エネルギー有効利用の立場から環境

問題に取り組んでいる。研究活動の一例を紹介する。 
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【研究テーマ１：蓄光システムの構築】 

建築物やﾋﾞﾙに設置されている誘導標識や誘導灯は、停電時には非常電源を使用する。非常電源

設備の点検には経費がかかる。そこで、平常時に環境光から光を得てためこんで、周囲が暗くなった

ら光るような「蓄光ｼｽﾃﾑ」に注目している。図１は、私たちが開発した蓄光材料が発光している様子

を示す。非常口表示に使われている緑色に近い発色を示すとともに、解析の結果、数時間ほど発光

が持続することが分かった。今後は緑色に限らずﾌﾙｶﾗｰで発光するように設計開発を進めたい。 

【研究テーマ２：発光バイオマーカー】 

 農作物の病気の早期駆除は人間生活にとって極めて重要である。作物の根から蓄光粒子を吸収

させ、作物細胞のなかで病気になった部分とだけ結びつくように粒子表面を工夫する（表面の化学修

飾）。作物の外部から光を当てると、病気になった部分だけが光るので、その部分を除去すれば残り

は食用となる。 
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図１ . 私たちの研究室で開発した蓄光材料。 

アルミン酸ストロンチウムに希土類を添加した

無機材料を使用して開発。 


